
西表島におけるエコツーリズム 
～過去、現在、未来～ 

（特非）西表島エコツーリズム協会 会長 石垣昭子 
       紅露工房 代表 



 沖縄本島からさらに
南西に約430㎞ 

 石垣島を中心とした
八重山諸島に属す
る 
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 面積約290㎢（沖縄本
島に次いで県内2位） 

 亜熱帯気候、島嶼環
境、独自の生態系 

 約90％が森林（亜熱帯
照葉樹林、マングロー
ブ林） 

 

 人口約2300人 

 主な産業は、農業、畜
産業、観光業 

 行政区分は八重山郡
竹富町 

 年間観光客数約28万
人(H24) 
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マングローブなどの亜熱帯性植物 

亜熱帯林と滝などの地形 

希少生物 

サンゴ礁域と多種多様の海洋生物 
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稲作と関連する風俗習慣 

染織物・民具などの生活文化 

祭事 

舞踊・民謡などの民俗芸能 



 1991年 環境庁による「自然体験活動推進方策調査」 

 1994年 エコツーリズムガイドブック 

      「ヤマナ・カーラ・スナ・ピトゥ」発行 

 1996年 西表島エコツーリズム協会発足 

 2002年 西表島エコツーリズムセンター設置 
 

  

 

    

 2010年 協会のNPO法人化 
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1999年 「地域づくり自治大臣賞」受賞 
2000年 「自然環境功労者環境庁長官賞」受賞 
2005年 「第1回エコツーリズム大賞特別賞」受賞 

1990年代後半～ エコツアー、カヌーツアーブーム 



 観光客数の減少（ピーク時:40万人，H23:25万人，H24：28万人） 

   沖縄ブームの沈静化、円高、他離島との航空運賃格差などの 

   複数要因 

   個人経営の宿泊業者には深刻な状況 
 

 依然多くは通過型マスツーリズム（日帰り） 

  近年の宿泊者数のデータなし、1～2割程度と推定 

 

 個人客でも日帰り客数の割合が増加傾向 
   エコツアー事業者やその他アクティビティー事業者の多くも 

   日帰り客をターゲットにする方向にシフト 
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 カヌー＆トレッキングツアー（8～9割が日帰り客と推定） 
  ・2000年頃から事業者数、ツアー客が急増 

  ・事業者数：西表島カヌー組合所属34、無所属20～30（推定） 

  ・「ピナイサーラの滝」にツアーが集中 

  ・近年は、西田川、ユツン川、仲良川などへのフィールドの広がり 

 ダイビング 
  ・事業者数：23（すべて竹富町ダイビング組合に所属） 

  ・北部・西部を中心にダイビングポイントが多数あるため、特定のフィールドへの 

   過度な集中は今のところは見られない 

  ・オニヒトデによるサンゴの食害が見られるが、組合で計画的・継続的な駆除活動 

   を行っている 

 シュノーケリング 
 ・事業者数：10程度（西表島シュノーケリング協議会が数年前に発足） 

 ・以前は、ダイビング業者が行っていたが、近年、シュノーケリング専門業者が 

  増加傾向にある 
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・沖縄県最大の落差（55m）を誇る 

・ピーク時には100艇を越えるカヌー 

・西表島カヌー組合の自主ルールにより 

 送客数が規制されている 

・カヌー組合によるフィールドの独占 



～ 人と自然が共生する西表島 ～ 
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環境 
保全 

環境 
教育 

文化 
継承 

エコ 
ツーリズム 

活動の多くは、助成金事業や受託事業のため年
度ごとに活動の比重が大きく変わる 



田ちくり講座 

 環境省エコツーリズム推進アドバ
イザー江崎貴久氏講演＆ワーク
ショップ 

  平成24年3月、平成24年12月 

 （環境省助成） 

 

 講演会 

 「エコツーリズム推進法から考 

  える西表島の未来」 

  平成24年11月 

 （地域づくり全国協議会助成） 

 

 自然エネルギーワークショップ 

  平成22年度、23年度、24年度 

 （地球環境基金助成） 



 ガイド認定制度カリキュラムの作
成 

  平成22年度、23年度 

 （竹富町受託事業） 

 

 安全管理講演会/ワークショップ 

  平成23年度 

 （環境省受託） 

     

 

 

 

 



田ちくり講座 

 沖縄県世界に通用する観光人材育成事業 

  平成25年1月～2月 

 ●事前研修「地域ガイド・コーディネーター基礎研修」 

   三重県鳥羽市にて 

 ●第一部研修「西表島おもてなしの達人養成研修」 

 ●第二部研修「外国人旅行者受入研修・語学研修」 

 



田ちくり講座 

 ビーチクリーンアップ 
  西表エコプロジェクト主催 
  毎月実施 

 

 サンゴ礁保全活動 
 ●リーフチェック 
  ダイビングチームうなりざき 
  主催 
 ●オニヒトデ駆除 
 ●サンゴの同定ワークショップ 
  （家電・住宅エコポイント） 
 

 モニタリング 
 ●環境省モニタリングサイト1000 
 ●仲間川モニタリング 

 
 生きもの情報の収集・共有 

 
 石けん普及事業 



田ちくり講座 

 研修受入 

 ●JICA 

 ●大学生（東海大学、筑波大学など） 

   

 プログラムコーディネート 

 ●沖縄県離島体験交流事業 

  （平成23年度、24年度） 

 ●同志社大学エンパワーメント 

  プログラム 

  （平成25年2月） 

 

 エコツー夏休みこどもウィーク 
 

 自然環境教育カリキュラムの作成・
改訂 

 

 



田ちくり講座 

 島人文化祭 

  2～3年毎 

 （文化庁助成） 

     

 手業講習会（民具づくり） 

 （文化庁/沖縄銀行助成） 

 

 わらべ唄、民謡、舞踊、古謡、古
典太鼓の継承・普及 

 （文化庁助成） 

 

 田ちくり講座 

 

 祭事への参加 

  海神祭ハーリー 



伝統・創造・継承 
 

古くからの自然に育まれた暮らしのなか
で西表島の住民が継承してきた伝統文
化の発表、地域で行われている様々な
文化活動の紹介を行うと同時に新しい
文化の発信を試みた複合的なイベント  

 

第5回：平成23年11月18～20日 

第6回：平成25年11月16日予定 
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手工芸品の展示・販売 

島のおいしいものバザー 自然エネルギーゆんたく会 

子供向け玩具づくり体験 
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古典太鼓 

観客 民謡のふるさと巡り 

わらべ唄 



田ちくり講座 

 エコ市（エコツー市場） 
  フリーマーケット、手づくり市、 

  旨いもの市、体験コーナー 

 

 東日本大震災復興支援活動 
 ●東北に黒糖を送ろう！大作戦 

 ●復興支援かわらばん「すけさきた」 

 

 委員会・会議 
 ●沖縄県海岸漂着物対策推進協議会 

 ●西表自然休養林管理運営委員会 

 ●森林生態系保護地域保全管理委員会 

 ●西表島ペット適正飼養推進会議 

 ●自然環境教育カリキュラム連絡会議 



田ちくり講座 



田ちくり講座 



田ちくり講座 



より地域に目を向けた活動 

 原点に戻っての「エコツーリズム」の普及 

  ●エコ市、こどもウィークの開催 

  ●地域に向けた情報発信 

  ●地域での様々な主体（公民館、婦人会、青年会、 学
校、各種組合）と連携した活動 
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ガイドの質の向上・認定制度の導入 
  ・行政、事業者、専門家が一体となっての取り組み 

   

文化資源を活かしたプログラムの開発 
  ・「西表＝大自然」のイメージに「文化」をプラスさせる 

 

世界自然遺産登録を視野に 
  ・住民が主体となっての将来の島のビジョンの確立・共有 
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１００年後の西表島 

石垣 昭子 

心豊かに 

個性を 
活かした 

魅力ある
観光地 

人と 
自然の 
共生 
共存 

島の 
価値を 
正しく 
伝える 


